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1　はじめに
　1－1　ことがら成分と陳述成分，硫括讐能
　　　　　について
　文というものは，ことがら成分と陳述成分に
二大別される。ことがら成分，陳述成分につい
ては，我が国ではジュネーヴ学派の言語学者，
シャルル・バイイの「ディクトム」と「モドウ
ス」という術語で広く知られたが，国内の言語
（国語）学者の用いる術語はさまざま（時枝誠
記「詞と辞」，松下大三郎・金田一春彦「客観
的と主観的」，三上章・寺村秀夫「コトとムー
ド」，中右実「命題とモダリテイ」，山田孝雄・
渡辺実「叙述と陳述」等）であり，具体的に何
を「ことがら成分」とし，何を「陳述成分」と
認定するか，についても見解が分かれる1〕。
　陳述成分には，典型的なものとして助動詞，
終助詞がある。さらに，感動詞や陳述副詞「だ
け・しか・ばかり」などのとりたて詞等が陳述
成分とされるが，本稿は程度副詞についてその
修飾関係を基に論述しようとするものであるか
ら，文の述部に限ることとする。文の述部の陳
述成分が有する性質を工藤浩（1982）は「叙法
性」と呼び，次のような定義をす糺
　叙法性とは，話し手の立場からする文の叙
　述内容と現実及び聞き上手との関係づけの
　文法的表現である。
叙法性の最も基本的なものは，その関係づけが，
「発話時のもの・話し手のもの」という二つの
特徴を持つとされ，
　「しよう，しろ・してくれ，するだろう，する
そうだ，するか，する。した。」がこれに該当
する（「基本叙法」）。
　本稿では，工藤の基本叙法を陳述成分と定め，
この陳述成分に先行する叙述内容をことがら成
分とする。
　　　　ことがら成分　　　　陳述成分
　　　あしたは雨が降る　　だろう
　また，ことがら成分と陳述成分の間には統括
機能が存する。統括機能とは，述べている素材
をことがらとして統一する，用言に特有の機能
であり渡辺実（1971）の統叙にほぼ相当する。
統括機能は，用言がどんな活用形を取っても，
それに具有されるものであり，一文に一統括機
能とは限らない。例えば，
　　昨日買った花が咲いた。
においては，「買った」が統括機能を持って，
「昨日買った」をことがらとして統一し，「咲
いた」もやはり統括機能を持って，「昨日買っ
た花が咲いた」をことがらとして統一している。
本稿で統括機能という場合は，述部の陳述成分
直前の統括機能（例文の「咲いた」が有する統
括機能）に限る。
　以下，本稿で扱う7叙法について記してお
く2〕。
　　断定　（る／た）
　　　　　　　　　ごはんを食べた・（鮫）。
　　伝聞　（する／したそうだ）
　　　　　　　　　こはんを食べた・燃。
　　推量　（する／しただろう）
　　　　　　　　　ごはんを食べる・鰍。
　　疑問　（する／したか）
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　　　　　　　　　　　ごはんを食べた・か。
　　勧誘　（しよう）
　　　　　　　　　　　ごはんを食べ・㌶。
　　命令　（しろ）
　　　　　　　　　　　　ごはんを食べ・ろ。
　　依頼　（してください）
　　　　　　　　ごはんを食べ・てください。
〔ことがら成分／・統括機能／　陳述成分（叙
法）〕
　1－2　程度副詞はどこまで修飾するか一先
　　　　　行研究
　　この店のどら焼は，とても大きい。
　この例文において，「とても」はどこまで修
飾するのであろうか。どこまで，というのは「大
きい」の素材概念だけを修飾するのか，「大きい」
の統括機能まで修飾するのか，断定の叙法にま
で関わるのか，ということである。
　もし，素材概念だけを修飾するのであれば，
程度副詞はことがら成分におさまり，叙法にま
で関わるのであれば，陳述成分である，という
ことになる。
　さて，この「どこまで修飾するか」について
は，川端善明（1964）渡辺実（1971）北原保雄
（1973）工藤浩（1983）に記述がある。
川端　単に概念的に限定されるということにと
　　　どまるものではない。助動詞的言語層へ
　　　の呼応をもつ。（形容詞的判断に意味と
　　　して含まれる「あり」に呼応する。）
渡辺　程度（連用）副詞の素材概念は，被修飾
　　　語の素材概念を修飾し，連用展叙の職能
　　　は被修飾語の統叙と関わる。
北原　連用修飾成分は，述語（統括成分）の統
　　　括機能とは関係せず，述語の素材概念と
　　　だけ関係するものである。
工藤　肯定・平叙（陳述的に無標の出発点的な
　　　形式）の叙法と関わる。
　四氏の聞には，明らかな相違が認められる。
まずは，わかりやすい説明をしている北原説を
考えてみよう。
連用修飾成分　　述語
　　とても　　　大きい
灘丁素材概念
北原は，程度副詞が素材概念のみを修飾する理
由として，次の二点を挙げている。
　①「ちょっと片づける／片づく／片づけたい」
　　等，いずれの述語とも関係する。
　②統括機能を具有しない情態副詞や体言を修
　　飾する。
しかし，①の例は，程度を表す程度副詞の例で
はなく，動作量を要求する量動詞を修飾してい
る量的程度副詞であり，量の概念を表す程度副
詞の例である。また，「片づける／片づく／片
づけたい」は共に素材概念，統括機能，断定の
叙法を持っており，これらと共起することが統
括機能や叙法と関わらず，素材概念だけを修飾
することの証明にはならない。さらに，②も，
程度副詞が素材概念にしか関わらない理由には
なりえない。例えば，
　　とてもはっきり（と）答えた。
とは言えるが，
　　とてもはっきり（と）答えろ。
とは言えない。統括機能を具有しない情態副詞
を修飾することが，素材概念だけを修飾するこ
とになるのなら，叙法によって共起の可否があ
るのは何故なのだろうか。また，体言を修飾す
ることも素材概念だけを修飾することには直結
しない。
　　あれはずいぶん前のことだ。
において，「ずいぶん」が，「前のこと」の素材
概念だけを修飾しているのか，「前のことだ」
まで関わって，統括機能や断定の叙法をも修飾
しているのか，はっきりしない。素材概念だけ
を修飾している，と結論付けるためには次の二
条件を満たすことが必須であると考える。
　（1）全叙法と共起する。
　　程度副詞が被修飾句の素材概念のみを修
　　飾するのであれば，用言の連用形や情態
　　副詞と同様，すべての叙法に制限されな
　　い。つまり，全ての叙法と共起するはず
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　である。
用言の連用
きれいに書く。
きれいに書いた。
きれいに書くそうだ。
きれいに書くだろう。
きれいに書くか。
きれいに書いてください。
きれいに書け。
きれいに書こう。
情態副詞
はっきり（と）言う。
はっきり（と）言った。
はっきり（と）言うそうだ。
はっきり（と）言うだろう。
はっきり（と）言うか。
はっきり（と）言ってください。
はっきり（と）言え。
はっきり（と）言おう。
（2〕連体テストに通る。
　連体テストとは，ある語が体言かどうかを
　調べるテストである。
　庭に花が咲いている。
　庭に咲いている花
　体言「花」は文中の他の要素によって，連
　体修飾を受けうる。ある語が体言であるか
　　どうかは連体修飾を受けるか否かによって
　決定される。
　庭にきれいな花が咲いている
　の「きれいな花」は連体テストをとおる。
　庭に咲いているきれいな花
　「きれいな花」は全体で連体修飾を受ける
　一語の体言相当となっている。そして，こ
　　のことは，体言「花」が素材概念しか持た
　　ないので，「きれいな」の有する素材概念
　　と修飾機能は，「花」の素材概念とのみ関
　係していることをしめす。よって，体言と
　　それ以外のものを弁別する連体テストは，
　　「修飾句十体言」をテストする場合，素材
　　概念だけを修飾するかどうかの弁別テスト
　　にもなりうるo
（1〕だけでは，統括機能にまで関わっている，
とも考えられるが，（2）をも満たせば，素材概念
だけを修飾すると認められるわけである。
　以下，分析に入る。その他三氏の説について
は，後に触れる。
2　叙法との共起
先述した，断定，伝聞，推量，疑問，勧誘，
命令，依頼の7叙法と程度副詞との共起を調べ
る。断定，伝聞，推量の叙法は，言語主体（話
し手または書き手）の，叙述内容の実現に対す
る判断を表し，勧誘，命令，依頼の叙法は，そ
の叙述内容を実現するように，との言語受体（聞
き手または読み手）への働きかけを表す。疑問
の叙法は，叙述内容の実現に対する言語主体の
判断を要求するものである。ところが，程度副
詞が最も一般的に共起する形容詞には，勧誘，
命令，依頼の叙法がないのである。
断定　　元気だ。　（元気だった）
伝聞　　元気だそうだ。
推量　　元気だろう。
疑問　元気か。
勧誘　＊元気であろう。
命令　＊元気であれ。
依頼　＊元気であってください。
高い。（高かった）
高いそうだ。
高いだろう。
高いか。
＊高くあろう。
ホ高くあれ。
＊高くあってください。
　　　　　　　　　　（＊不自然な文）
歓誘の「元気であろう」は，老夫婦が「共に死
ぬまで元気であろう。」と互いに励まし合う場
面を設定すれば「互いに元気でいましょう。」
の意味になるが，現代日本語で，「元気であろう」
は推量「元気だろう」と同意味になってしまう。
「元気であれ」も「元気であれかしと願う母親
の心」などと，以前は使われていたが，現代日
本語では，「元気でいなさい」が一般であろう。
依頼も同様に，「元気でいてください。」である。
また，「高い」は，例えば，「値段が高い」場合
には，「値段が高くあろう。」は非文である。
「値段が高い」ことはすでに実現しているか，
実現が設定されている状態を指すので，「実現
するように」といった意志作用は働きかけえな
いのである。意志作用を持たせたい場合は「値
段を高くする」の形を取り，「値段を高くしよう，
しろ，してください。」と言うことが出来る。
しかし，例えば，「高い」が「志が高い」場合
には，志を高く持つか持たないか，は意志作用
が働きかけえるので，「（志は）高くあろう，高
くあれ，高くあってください」も非文ではない。
が，やはり，現代日本語では「志を高く持とう，
持て，持ってください」が一般的であろう。
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形容語の勧誘，命令，依頼の叙法に関しては，
検討の余地があるが，ここでは，程度副詞と全
叙法との共起状況を調べるのであるから，形容
語や性状を示す動詞句（似る，ばかげている等）
や可能動詞（できる，歩ける等），量的変化を
示す動詞句（時間がかかる，儲かる等）は，叙
法制限を持つものとして，除外する。程度副詞
に修飾されうる程度性を有し，全叙法を有する
ものは次のとおりである。
1　感情，感覚を示す動詞句
　　嫌う，喜ぶ，愛する等
2　漸次性を示す動詞句
豪1　断定「る」「た」
　　やせる，増やす等
3　形容語十動詞句
　　きれいにする，うまく使う等
4　情態副詞十動詞句
　　ゆっくり話す，しっかり持つ等
この4つの動詞句の各叙法と程度副詞割の共起
状況を用例4〕や作例の内省，アンケート調査副に
より調べたのが，以下の表1－7である。「揺れ」
が多く見られる3（形容語十動詞句）4（情態
副詞十動詞句）の疑問・勧誘，命令，依頼の叙
法については，アンケート結果も表8（P45）
に示しておく。
とても
大変
非常に
はなはだ
すこぶる
なかなか
ごく
きわめて
いたって
あまりに
ひときわ
もっと
ずっと
より
いっそう
一段と
最も
一番
比較的
わりあい
けっこう
よほど
だいぶ
ずいぶん
相当
かなり
たいそう
少し
ちょっと
多少
少々
やや
○共起可
1　　2　　3　　4るたるたるたるたOOOOO○○O○○○○○ ○○○○OOOOOOOOOOO○○OOO○○○○○O××△○○OO○○○○O○○○○OO○○O○○O○○O○○OO○△△△　△△△　△△○OO○○○○OOOO○○O○○O OOOOOOOO○○○O○○O○○OO○○○○OOOOOOO○○O○○O○○O○○OOO○○OOOOO○○○○○○○○○○○OO○○○○△△△△△△△△○○O○○OOOOOOOO○○O○○○○ O○○○OOOO○○OOOOOO○○○○O○○O○○O○○○OOO○○○O○○○○OOOOO○○O○○○○○○○○O×共起不可　　△揺れあり
表2
伝”「そうだ」
100000
×
○
○
○
△
○
OO
O
○
○
○
○
△
○
○
○
○OOOOO
○
豪3
推■「だろう」
200000
△
○
○
○
△
○
○
○O
○
○
○
○O
○
○
△
○O
○
○OOOOO
○
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’1’士’又田｝＾一｛」」1J1り’挑ソ』’〃・
豪4
黒問「か」
1 2 3 4
とても × △ △ △
大変 × △ △ △
非常に × △ △ ×
はなはだ × △ △ ×
すこぷる X △ △ ×
なかなか × × × X
ごく × △ △ ×
きわめて × △ △ ×
いたつて × △ △ ×
あまりに × × × X
ひときわ × △ △ ×
もっと ○ O○ O
ずっと OO○ ○
より ○ ○ O○
いっそう △ ○ △ △
一段と × △ ○ ×
最も ○ O○ O
一番 ○ ○ O○
比較的 × × × △
わりあい × × ○ △
けっこう × X △ △
よほど × × △ △
だいぶ X ○ △ △
ずいぶん × ○ ○ △
相当 ○ ○ ○ ○
かなり ○ O○ ○
たいそう X △ ○ △
少し ○ O○ O
ちょっと ○ O○ ○
多少 ○ ○ O○
少々 OO○ ○
やや △ O○ △
豪5
iカ竈「ましよう」
　「ませんか」
2
×
X
×
X
X
X
×
×
×
×
XOOO
×
×
○
○
X
×
×
×
×
×
○O
X
○
○O
○
△
30
△
○
△
△
×
○
△
△
×
×
○
○O
○
○
○
○
△
×
×
×
×
X
△
○OO
○
○
○
○
4
△
X
△
X
X
×
△
△
△
×
XO
○
△
△
△OO
X
×
△
△
×
×
○
○
△O
○
○
○
△
表6
命令「しろ
1
×
×
X
X
X
×
×
X
×
×
×
○OO
X
×
○
○
×
×
×
×
X
×
△
△
×
○
○O
○
△
3
△
△
△
△
△
×
△
△
△
X
△O
○
○
○O
△
○
×
×
×
X
×
X
△
○
△
○
○
○
○O
表7
依蠣「して
ください」
3
△
△
△
△
△
×
△
△
△
×
△O
○
○
○O
○
○
×
×
×
×
X
×
○
○
△O
○
○
○
○
3分析結果
表1～8の結果，程度副詞は，叙法との共起
により，大まかに次の3つに分類されることが
わかる。
（1〕ことがら成分性を有するもの
（2〕中間成分性を有するもの
（3）陳述成分性を有するもの
しかし，表を見れば明らかなように，この3種
類にきれいに分類されるものではなく，ことが
ら成分性の強いものから，陳述成分性の強いも
のまで，段階的に連なっている，というべきで
あろう。であるから，どこで（1）と（2〕を区切るか，
ということは，厳密には不可能なことである。
が，ここでは，限界を承知の上で，分類を試み
てみようと思う。
表から読み取れる段階を大まかに記せば，次
のようになる。
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ことがら成分性
中間成分性
陳述成分性
一番，少し，ちょっと，もっ
と，ずっと
多少，少々，かなり，もっ
とも，相当，より，やや，
いっそう
一段と，とても，非常に，
きわめて，ごく，たいそう，
大変，はなはだ，いたって，
すこぶる，ひときわ，比較
的，わりあい，だいぶ，ず
いぶん，けっこう，なかなか．
あまりに，よほど
　3－1　ことがら成分性を有するもの
　32語の程度副詞のうち，全叙法と共起すると
断言できそうなものは次の5語である。
　　もっと，一番，ちょっと，少し，ずっと
　　（多少，少々，かなり，そうとう，やや，もっ
　　とも，より）
（　）内の下段の7語は共起に揺れが見られ
るが，全叙法との共起を許容する人が，ある程
度いる語である。
　全叙法と共起するということは，陳述成分と
の関わりはない，ということであるが，ことが
ら成分内におさまるかどうかは，これだけでは
わからない。統括機能にまで関わるのか，被修
飾語の素材概念だけを修飾するのかを調べるた
めに，先述の連体テストを行う。上記の5語は，
相対名詞と共起するので，相対名詞を用いて，
連体テストを行った（表9，P46）。その結果，
この5語は，連体テストに通り，情態副詞のよ
うに，被修飾語の素材を概念だけを修飾してい
る，と言える。
　　一番前に彼が座った。
　　彼が座った一番前。
　　一番前？一番前は彼が座ったよ。
全叙法との共起に揺れがみられる7語について
は，連体テストにおいても，座りが悪いものが
多い。
　　　かなり前に彼と会った。
　　？彼と会ったかなり前。
　　？かなり前？かなり前は元気だったよ。
（文前の？は，その文が不自然であるの意）
　また，表10（P46）に見るように，程度副詞
の中には「は，も」で取り立てられたり，「だ」
を伴って述語化したり，「の」を伴って遵体修
飾したり，他語によって修飾されたりという体
言的用法を持つものがある。これらの体言的用
法を持つ語が，ことがら成分性の強い語に多い，
というのも，体言がことがら成分内に収まるこ
とを考えると，妥当であろう。
　ことがら成分とみなせる5語とそうではない
7語との大きな違いは，「疑問，依頼，命令，
勧誘」の4叙法との共起において，後者は揺れ
がある点である。この4叙法によって述べられ
る内容は，基本的には，まだ実現していないこ
とがら（た形を含む疑問は例外）であり，状態
性よりも動作性が強く，程度を設定しえない。
つまり，実現している場合（例えば，断定「が
まんした。」）は状態性があり，そこには「どの
くらいがまんしたか。」という程度性があるの
で，どの程度副詞も共起するが，実現していな
い場合（例えば，依頼「がまんしてください。」
勧誘「がまんしましょう。」）には共起に可否が
生じる。
　もっとがまんした。
　もっとがまんしてください。
　　もっとがまんしましょう。
　相当がまんした。
　？相当がまんしてください。
　？相当がまんしましょう。
　　とてもがまんした。
　×とてもがまんしてください。
　×とてもがまんしましょう。
これらの叙法と共起するということは，動作性
を有する被修飾句と共起するということであ
る。ここに属する12語は，全て量動詞と共起す
るが，中でも量的程度副詞6）に限って比較して
みると，
　ちょっと歩きますか。
　ちょっと歩いてください。
　ちょっと歩きませんか。
程度副詞はことがら成分か
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　　　　　衰8　アンケート結＾
◎（015以上X5以下）○（010以上5以下）X（05以下X10以上）
上配以外→△　　10に近い△・・◇　×に近い△・・▲1
形容語 疑 勧 命 依 情態副詞 疑 勧 命 依
○人数× 問 誘 AT 頼 ○人数× 問 誘 A11 頼 合計
す」し 80 O ◎ ◎ ◎ ◎ 63 5 ◎ ◎ ○ ◎ ◎143
ちょっと 80 0 ◎ ◎ ◎ ◎ 67 4 ◎ ◎ ○ ◎ ◎147
もっと 79 O ◎ ◎ ◎ ◎ 76 O ◎ ◎ ◎ ◎ ◎155
いちばん 77 0 ◎ ◎ ◎ ◎ 76 0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎153
ずっと 75 O ◎ ◎ ◎ ◎ 64 9 ◎ ◎ ○ ◎ ◎139
多少 66 6 ◎ ○ ◎ ◎ 52 9 ◎ O○ ○ ◎118
やや 65 ユ ◎ ◎ ◎ ◎ 3ユ 26 ◇ △ ▲ △ 096
少々 53 8 ○ ○ ○ ◎ 45 14 ○ ○ OO098
いっそう 51 8 △ ◎ ○ ○ 21 32 △ ▲ ▲ △ 72
一段と 51 9 ○ ◎ ○ O ユ5 40 × ▲ × ▲ 66
より 46 12 ○ O○ ○ 43 24 ○ ◇ △ △ 089
もっとも 45 12 ○ ○ ◇ ○ 45 19 ○ ○ ◇ ○ 090
そうとう 44 19 ○ ◇ ◇ ○ 48 15 ○ O◎ ○ 092
かなり 42 16 ○ ○ ○ O 56 11 O◎ O◎ 098
とても 38 13 △ ○ △ △ 8 49 ▲ ▲ × × 46
非常に 29 25 △ ○ △ ▲ 5 48 × ▲ X × 34
きわめて 27 25 △ △ ◇ △ 9 52 × △ × × 36
たいそう 26 28 ○ ○ ▲ △ 7 52 ▲ ▲ × × 33
ごく 26 22 ▲ ○ △ ▲ 10 36 X △ ▲ △ 36
たいへん 20 31 △ △ ▲ ▲ 2 49 ▲ × × X 22
わりあい 20 40 ○ × × × 12 41 △ × × ▲ X32
けっこう 20 55 △ × × × 8 43 △ ▲ × × ×28
ずいぶん ユ8 53 ○ × × × 6 6ユ ▲ × × X X24
だいぶ 17 50 △ × × X 8 50 △ × X × ×25
ひときわ 14 28 △ × △ △ 4 68 X × X × 18
はなはだ 14 30 △ △ ▲ △ 0 72 × × × × 14
比較的 14 49 × ▲ × × 8 47 ▲ × × X ×22
いたって 11 34 ▲ △ ▲ ▲ 2 66 × △ × × 13
すこぶる 10 35 ▲ ▲ ▲ ▲ 1 76 × × × × 11
よほど 10 53 ▲ × × × 21 39 △ △ × ？ ×31
なかなか 4 68 × × × × O 75 × × × × ×4
あまりに 1 76 × X × × 0 79 × × × × X1
？かなり歩きますか。
？かなり歩いてください。
？かなり歩きませんか。
というように，やはり揺れが見られるのである。
数量（名）詞であれば，
　5分歩きますか。
　5分歩いてください。
　5分歩きませんか。
と，共起が可能である。これは，「ちょっと」
が数量名詞のように，量を持ち，体言性（こと
がら成分性）が強く，「かなり」は量性も体言
性も弱いということなのであろう。「少々，多少，
より，もっとも」とこの4叙法との共起につい
ては，これらの語が文章語であり，くだけた会
話文にはあまり用いられない，という点にも考
慮すべきである。「少し・ちょっと」と同様，
量性が強い「少々」が，4叙法との共起に揺れ
を持つのは，この理由によるものであろう。
量的程度副詞
　全叙法と共起（量性，体言性強い）
　　ちょっと・少し・（少々）
　4叙法に揺れ（量性，体言性弱い）
　　多少・かなり・そうとう・やや
上記以外の，ここに属する語は，関係的程度副
程度副詞はことがら成分か
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表9o体テスト 衰10程度日胴の体言的用法
もっと 彼はもっと前に気づいていた。 は も だ の 被
彼が気がついていたもっと前。 すこし ○ 否 ○ ○ ○ちょっと O否 ○ ○ ○
いちばん 彼は必ず一番前に座る。 もっと ○ O
彼は必ず座る一番前。 いちばん ○ ○ ○ ○ ○ずっと ○ O
ちょっと 彼はいつも約束のちょっと前に来乱 多少 ○ O
彼はいつも来る約束のちょっと前。 やや ○少々 ○ ○ ○ ○
少し 会の少し前に彼に連絡がついた。 いっそう ○ O
彼に連絡がついた会の少し前。 一段と ○より
ずっと ミニスカートはずっと前に流行した。 もっとも
ミニスカートが流行したずっと前。 そうとう ○ ○ ＊かなり ○ ○
少々 彼は少々前に帰ってきた。 とても
？彼が帰ってきた少々前。 非常にきわめて
多少 彼は多少前を歩いている。 たいそう ＊
？彼が歩いている多少前。 ごくたいへん ＊ ＊
そうとう 彼と相当前に約束した。 わりあい ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
？彼と約束した相当前。 けっこう ＊ ＊ずいぶん ＊
かなり かなり前に彼に会った。 だいぶ
？彼に会ったかなり前。 ひときわはなはだ
もっとも もっとも前に彼に会った。 比較的
？彼に会ったもっとも前。 いたってすこぶる
より 彼はいつもより前に行きたがる。 よほど ○ ○ O
？彼が行きたがるより前。 なかなか ○ ○あまりに ○ ＊ ＊
やや 信号のやや手前で事故がおきた。 「被」被修飾語になる。
事故がおきた信号のやや手前。 「否」否定形式になる。「ホ」他の意味になる。
　　　　　？座りが悪い
詞である刮。関係的程度副詞は，程度をもって
修飾するのではなく，他者との比較差をもって
修飾するので，程度性のない量動詞とも，4叙
法とも共起するのである。このうち，「もっと
も・より」は，上述したようにその文体差から，
4叙法との共起に揺れが見られる。
　関係的程度副詞
　全叙法と共起
　　　もっと・ずっと・いちばん
　　4叙法に揺れ
　　　もっとも・より
　3－2　中間成分性を有するもの
　叙法と共起制限を有する語は，その共起状況
から，2つのグループに分かれる。
1つは，断定・伝聞・・推量の叙法と共起し，ま
た「形容語十動詞句」の疑問・勧誘・命令・依
頼の4叙法と揺れを見せながらも共起するもの
であり，もう1つは，断定・伝聞・推量の3叙
法とのみ共起するものである。ここでは，前者
について，分析を試みる。
　このグループには，以下の12語が属する。
　　いっそう，
　　いちだんと，とても，非常に，きわめて，
程度副詞はことがら成分か
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　　ごく，たいそう，たいへん，ひときわ，は
　　なはだ，いたって，すこぶる
　これらが共起する断定・伝聞・推量の形は，
先述したように，言語主体の，叙述内容の実現
に対する判断を表すものであり，そこで述べら
れていることがらは，実現しているか実現を予
定されている。この3叙法はいわば，「実現性」
を有する。それに対して，疑問（た形は除外す
る）勧誘・命令・依頼の形は，その叙述内容が
実現するか否か，言語受体に判断を求めたり，
叙述内容が実現するように，言語受体に働きか
けたりしているのであって，そこで述べられて
いることがらは，実現していないし，実現を予
定されてもいない。この4叙法は「実現性」を
有さず，また，3－1で述べたように，動作性
の強いものである。先の3叙法と共起し，後の
4叙法とほとんど共起しない，このグループの
程度副詞は，「実現性」を有するものと共起する，
と言えそうである。
　ところが，このグループの程度副詞は，「形
容語十動詞句」の4叙法と，揺れは大きいが共
起しているのである。
　？よりいっそうしあわせになってください。
　？とても大きくなりますか。
　？きわめてむずかしくしましょう。
　？ごく少なくしろ。
「きわめてむずかしくしましょう。」において，
言語主体は「きわめてむずかしくする」ことを
実現するよう，言語受体に働きかけている。こ
の文において「むずかしくする」ことは，まだ
実現されていない。が，「むずかしい」状態は
文中に存在している。少なくとも，「むずかし
くしましょう。」と話した話者の頭のなかには，
存在している。そして，その「むずかしい」状
態は，「どのくらい」むずかしいか，という程
度性を有する。ここに属する程度副詞は，この，
まだ実現していないが存在している「状態性（程
度性）」と共起しているのである。この状態性が，
川端の言う「助動詞的言語層にとって，最も本
質的な部分，形容詞的判断に意味として含まれ
る『あり』，存在すること自体の形式」なので
はないだろうか。そして，これはそのまま，工
藤の「肯定・平叙の叙法」を意味する，と思う。
　「2　叙法との共起」において形容語の叙法
について述べたが，
断定
伝聞
推量
疑問
勧誘
命令
依頼
高い。＝高くアリ。
高いそうだ。＝高くアルそうだ。
高いだろう。三高くアルだろう。
高いか。＝高くアルか。
高くあろう。＝高くアリましょう。
高くあれ。＝高くアリなさい。
高くあってください。＝高くアリてく
ださい。
にみるような，形容詞に含まれる「あり」は，
肯定であり，陳述成分に関係なく，「高い」状
態の存在のみを示しているのである。「形容語
十動詞句」には，動詞句がどんな叙法を取って
も，この「あり」が含まれているので，程度副
詞が共起するのである。
　但し，ここにも，文体差による共起の揺れが
見られる。「はなはだ・いたって・すこぶる」
は固い文章語であり，あまり会話では使われず，
よって，4叙法との共起も否定的になる。
　　？いたって簡単にできますか。
　　？はなはだ愉快にやりましょう。
　　？いたって真面目にやりなさい。
　　？すこぶる元気にお過ごしください。
　このグループは，ことがら成分にも収まらず，
陳述成分でもないので，その中間ということで，
中間成分性を有するものとした。l1〕と同じく，
このグループも段階的であり，「いっそう」の
ように「情態副詞十動詞句」の4叙法とも共起
を示すものから，「いたって・すこぶる・はな
はだ」のように「形容語十動詞句」との共起も
あやしいものまで含まれている。
　3－3　陳述成分性を有するもの
　（1）と（2〕の残りの次の8語が，ここに属する。
　　比較的，わりあい，だいぶ，ずいぶん，けっ
　　こう，なかなか，あまりに，よほど
これらの語は，断定・推量・伝聞の3叙法との
み，共起する。3叙法とのみの共起は，特定の
程度副詞はことがら成分か
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叙法と選択的，積極的に共起するというわけで
はないが，叙法との一定の共起制限である。消
極的とはいえ，陳述成分に関わっているので，
陳述成分性を有するものとした。このグループ
の程度副詞は，形容語の存在に関わらず，疑問・
勧誘・命令・依頼の叙法とは共起しない。但し，
疑問のた形との共起には揺れが見られ糺
　　断定　　部屋をけっこうきれいにします。
　　断定　　部屋をけっこうきれいにしまし
　　　　　　た。
　　推量　　都屋をけっこうきれいにする（し
　　　　　　た）でしょう。
　　伝聞　　部屋をけっこうきれいにする（し
　　　　　　た）そうです。
　　疑問　？部屋をけっこうきれいにしました
　　　　　　か。
　　　　　×部屋をけっこうきれいにします
　　　　　　か。
　　勧誘　×部屋をけっこうきれいにしましょ
　　　　　　う。
　　命令　×部屋をけっこうきれいにしなさ
　　　　　　い。
　　依頼　×部屋をけっこうきれいにしてくだ
　　　　　　さい。
　これは，12）の中間成分性を有する語のように，
形容語の持つ「状態性」と共起するのではない。
上の例において，「部屋をきれいにする」コトは，
断定「る」では，実現を予定されている。断定
「た」では実現され，推量では予測され，伝聞
では実現したこととなっている。ものごとが実
現したか，実現を予定，予痴されている場合の，
「実現性」と共起するのである。疑問「た」と
の共起に揺れが見られるのは，実現したかどう
かわからないし，実現の予定も予測もないが，
実現への期待がある，ということで，弱い「実
現性」が存在するからだろう。
　（2）において，程度副詞は，その程度をもって，
被修飾句の「状懇性，つまり程度性」と共起し
ていたが，ここに属する程度副詞は，程度一程
度性の共起関係だけで，他者を修飾するのでは
ない。表1～7を概観すると，「なかなか」「よ
ほど」「あまりに」は，断定・伝聞・推量の3
叙法との共起にも制限がある。程度一程度性の
共起関係であれば，程度性を有する3叙法との
共起に制限があるはずがない。この制限の原因
は各語によって異なるので，以下，各論で取り
上げることとする。その他の5語「比較的，わ
りあい，だいぶ，ずいぶん，けっこう」は，意
義上，無色の評価を有する。評価は，評価され
うる状態が実現していないと，下すことはでき
ない。よって，実現性を有する3叙法とのみ，
共起するのである。5語とも比較を暗示する語
だが，基準はさまざまで明示されることは少な
い。「けっこう」のみ，予想に反して実際は程
度が高い，という意味になることが多い。また
「だいぶ・ずいぶん」は話者の実感に基づく評
価が多く，例文の多くは，終助詞「ね・よ・な」
等が用いられている。意義上も感概や驚きが付
加される。よって，次のような，一般的，客観
的な程度判断を要求される文とは，共起しにく
い。
　　この場合，数値はかなり大きいほうがいい
　　です。
　？この場合，数値はだいぶ大きいほうがいい
　　です。
　？この場合，数値はずいぶん大きいほうがい
　　いです。
　また，ここに属する8語は全て，量動詞と共
起するが，量そのものを表すというより，評価
の意味が強いのではないだろうか。
　　ずいぶん飲みますね。
　　きょうはわりあい歩きました。
　　けっこうあるんじゃない。
①
②
③
④
3－3－1　「なかなか」
　なかなかの美人である。（こ）
　いいサラリーマンであるのも，これでな
かなかむずかしい。（サ）
　なかなかやるじゃないか。（三）
　なかなか悪くない。
　「なかなか」は①の例文に見るように，「の」
を伴って名詞を修飾するが，修飾されうる名詞
程度副詞はことがら成分か
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’■丑’又田，口り1＾」　」　’“’■」肌ノJ　’“’
は「男前，売れっ子」等，プラス評価を持つ語
であり，
　　？なかなかの悪文だ。
のように，評価的にマイナスのものとは，共起
しないのが普通である。「なかなか」が断定の
叙法のものとも共起制限を持つのは，このため
である。
　　？なかなか小さいですね。（ダイヤモンド
　　　を見ながら）
但し，②の例文のように，マイナス評価の語で
も，「そう簡単にできるものではない，あり難い」
などの意味を含む場合は，共起する。これは，
否定形式との共起「なかなか一ない」と意義上
連続するのであろう。
　また，③・④に見るように，「なかなか」は
量動詞や，程度性を持たないものとも共起する。
量概念を持たず，程度概念を持つのに，これら
の語と共起するというのは，評価一評価性の関
係を有するからである。③・④の「やる」「悪
くない」は「できる」「いい」のプラス評価さ
れうる状態（評価性）を持っている。この，評
価されうる状態（評価性）は，実現していない
と，評価はできない。よって，実現性のない叙
法とは共起しないのである。
　　×なかなかよくなってください。
　　3－3－2　　「あまり‘二」
①あまりに彼が日常的に話すものだから，
　　　ショッキングに取れたのである。（こ）
②それにしては，あまりにたくさん失いす
　　　ぎました。（娘）
　③あまりにむごい！
　④それはあまりに悲惨な体験でした。
　⑤あまりに世の中間違っている。
　「あまりに」は，極限的程度副詞であるが，
例文に見るように，極限の程度を超越した過度
の程度を表している。
　例文①は，最も用例の多い，因果関係を含む
文である。「あまりに」は，その過度の程度に
より，原因を強調し，抵抗できないものとして
因果関係を成立させてしまう。さらに，「あま
りに」の持つ過度の程度は，②のように「すぎ
る」を被修飾句に後接させたり，③のように感
嘆形を取ったり，④のように，体言で受け止め
たりする形を要求する。⑤のような，言い切り
の形をとるのは稀である。が，この言い切りの
形は，③の感嘆を含み，断定の叙法とは言い切
れない。このように，共起制限が，実現性を有
する叙法というレベルにとどまらず，文のパ
ターンにまで及ぶ点は，他の程度副詞とは異な
り，陳述副詞的というべきであろう。よって，
3叙法との共起も，文例によって拒むのである。
　　？あまりにやせる。
　　？あまりに悲しんだそうだ。
　　？あまりに偉くなるだろう。
また，「あまりに」は量動詞や程度性を持たな
いものとは共起しない。
　　×あまりに飲む。
　　×あまりに売れません。
しかし，これらが，①一④の形式を取ると，共
起するようになる。
　　あまりに飲みすぎた！
　　あまりに売れないので，可哀相になって
　　買ってしまった。
　3－3－3　　「よほど」
①（普通のサラリーマンは）刑事なんて稼
　　業よりよほど気楽で給料もいいのに。
　　（三）
②これだけの大建造物が完成されたという
　　ことは，王様がよほど偉かったのか，そ
　　れとも怖かったのか，カネモチだったの
　　か。（娘）
③よほど頑張って勉強しないと，落ちるぞ。
④私，よっぽどお手紙しようと思っていた
　　んですから。（伽）
　まず，「よほど」は，比較構文の有無で分け
られる。①のように，比較構文を取る場合は言
及しているものごと（サラリーマン）に対し，
高い評価を与えると共に，比較の基準（刑事）
に対して，反対評価を下している。評価を下す
ので，対象に実現性を要求する。
程度副詞はことがら成分か
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　比較構文を取らない「よほど」は，大きく，
三つに分かれ糺一つは，原因推量の「よほど」
である。②のように，現状（結果）を見て，そ
の理由原因を推測する。実現している現状に対
する判断である。「よほど」の程度が高いので，
この推測は断定に近い判断となっている。採集
した中では，この用例が一番多かった。二つ目
は，③に見るように，条件節中の「よほど」で
ある。「よほど～でないと，一できない」「よほ
ど一であれば一できる（けれど）」というパター
ンである。条件節のことがらは，実現を仮定（設
定）されている。ここに示される因果関係（勉
強しないと落ちる）も「よほど」の示す程度が
高い文，断定的になっている。最後は，「もう
少しでしようと思ったが，やめた。」という④の，
実行未遂の意志表明である。これも，すでに実
現しなかったということが実現している。この
ほか，「よほど」には，
　⑤たぶん，近藤さんは我々をよほどの貧乏
　　　旅行者と見たのである。（娘）
　⑥よほどのことがないかぎり，会社を休ま
　　　ない。（副）
のように，「よほどのN」の形があるが，意味
上の分類は⑤は②と，⑥は③と同じである。
　以上，「よほど」は意味それぞれに，固有の
表現形式を要求する語である。この点で，「あ
まりに」以上に陳述副詞的であると言えるだろ
う。
4　おわりに
　叙法との共起状況により，程度副詞は次ぺ一
ジの表のごとく，三分類される。
　程度副詞は，意味上は，「量」「関係」という
客観性の濃いものから，「評価」という主観性
の濃いものまで，また，構文上は「ことがら成
分」に収まるものから，「陳述成分」に関わる
ものまで，幅広い語である。
日本語の述語文を南（77）が指摘するように，
　　中心あるいはそれに近い部分にその文の
　内容の素材となることがらを描く要素があ
　り，そこから離れるほど話し手の主観に関
　係する程度が大きな要素が，中心の前後か
　ら包みこむようにして存在する，いわば重
　層的な構造を持っているのが，基本の形
であるとすれば，程度副詞は，文構造上，下図
のように位置づけられる。
文
文
陳述成分 ことがら成分 陳述成分
統括機能
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
①陳述成分性を有する程度副詞→⑥実現性（3叙法）
②中間成分性を有する程度副詞→⑤状態性（形容語）
③ことがら成分性を有する程度副詞→④ことがら成文の素材概念
程度副詞はことがら成分か
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成
分
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述
成
分
被修飾句の素材概念のみを修飾
全叙法と共起
　　　すこし　　　大きい・飲む
意味上　程度
　　　量・関係　　→素材概念
構文上　修飾機能
被修飾句の素材概念と状態性を修飾
形容語は全叙法と共起
その他の語は断定・伝聞・推量と共起
　　　　とても　　　　大きい
意味上　程度　　　　→程度性
構文上修飾機能　　→状態、性
被修飾句の素材概念と実現性を修飾
断定・伝聞・推量の叙法と共起
　　　　けっこう　　大きい
意味上　程度・評価　→程度性・評価性
構文上　修飾機能　　→実現性
少し，ちょっと，
いちばん，もっと，ずっと，
少々
多少，かなり，そうとう，やや，
もっとも，より
いっそう，
一段と，とても，ひじょうに，ごく，
きわめて，たいそう，たいへん，ひと
きわ
はなはだ，いたって，すこぶる
比較的，わりあい，だいぶ，ずいぶん，
けっこう，
なかなか，あまりに，よほど
　ここで，先行研究についてまとめておく。北
原説は，「ことがら成分性を有する程度副詞」
（以下，「ことがら成分」）に相当するが，それ
が全てではない。川端・工藤説は，「中間成分
性を有する程度副詞」（以下，「中間成分」）に
相当するが，やはり，それが全てではない。ま
た統叙に関わる，とした渡辺説は否定される。
上図を見ると，「中間成分」が統括機能と関わっ
ているかのようだが，「中問成分」は用言が全
て持つという統括機能に関わっているのではな
く，用言の持つ状態性にのみ関わっている。な
ぜなら，状態性を持たない用言とは，意義上修
飾可能でも，共起しないからである。「ことが
ら成分」は連体テストに通り，素材概念のみを
修飾しているし，「陳述成分」は統括機能を越
えた叙法と共起するので．，やはり，統括機能と
は関係がない，と言える。
　程度副詞の基本は，その程度をもって修飾す
ることであるから，あえて程度副詞らしい程度
副詞を挙げれば，他の要素（量・関係・評価）
を持たない「中間成分」の程度副詞ということ
になる。しかし，「ことがら成分」を体言や情
態副詞に，「陳述成分」を陳述副詞に帰属させ
るのは，今の段階では早急に過ぎる。また，量
や評価に連なる程度の概念を考えれば，この広
がりこそが程度副詞なのだとも思える。何を程
度副詞とするのか，という根本的な問題を抱え
ながら，今後は，本稿では対象から外した語に
ついても検討してゆきたい。さらに，本稿では
触れられなかった，程度性を有する被修飾句に
ついも今後の課題としたい。
　　　　　　　　　　注
1）何をことがら・陳述成分にするか，について，次
　の8氏の説をまとめておく。古い文献もあり，歴
　史的様相を帯びるが，参考までに記しておく。
時枝（ユ950）語者の判断を表すもの（主観的表現）
　　　　　　を陳述とする。文末の助詞，助動詞あ
　　　　　　るいは零記号に陳述がある，とする。
　　　　　　助動詞により表現される陳述として次
　　　　　　のものを挙げている。
　　　　　　指定・打消・過去及び完了・意志及び
　　　　　　推量・敬譲
金田一（1953）活用のない助動詞「う，よう，まい，
　　　　　　だろう」は主観的表現に用いられ，そ
　　　　　　れ以外の活用のあるものは，全て，客
　　　　　　観的な意義だけを表すと定める。感動
　　　　　　詞，感動助詞，終止形だけしかない助
　　　　　　動詞，動詞の命令形が主観的表現に用
　　　　　　いられる語である，とする。
渡辺（1953）助動詞を陳述成分か否かにより，三分
　　　　　　類する。
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　　　　　　「だろう，う，よう，まい」を終助詞に
　　　　　準ずる陳述，「せる，れる，だ，たい，
　　　　　そうだ」を述語の一部分の叙述，「らし
　　　　　　い，ない，た」を一旦は述語の外で働
　　　　　　きながら，結局は述語の一部に成り果
　　　　　てる，という述語の延長とする。
　　　　　　戦争が始まる・らしい。（叙述に対す
　　　　　　る主体的営み）
　　　　　　戦争が始まるらしいので，株価が暴
　　　　　　騰した。（叙述の詞的素材性の中）
芳賀（1954）渡辺の「陳述」を「述定」と「伝達」
　　　　　　に二分する。
　　　　　　「述定」とは，文で述べられることがら
　　　　　　についての話し手の態度（断定・疑い・
　　　　　推量・意志など）の表現で「伝達」とは，
　　　　　話し手の相手に対する働きかけ（命令・
　　　　　　悶いかけ・念押しなど）の表現である。
林（1960）述語の構造に「描叙」「判断」「表出」
　　　　　　「伝達」の4つの段階を設定する。「描
　　　　　叙」とは，文で表現される素材的なこ
　　　　　　とがらを描く段階
　　　　　　「判断」とは，過去・現在の時の判断，
　　　　　　肯定・否全，推量などを表す段階
　　　　　　「表出」とは，文で描かれることがら
　　　　　　についての話し手の態度を表す段階
　　　　　　「伝達」とは，語し手の相手に対する
　　　　　働きかけの段階
奥津（1974）詞・辞弁別の基準として，第一に文中
　　　　　　における分布，第二に連体修飾への参
　　　　　　加の可否，第三に直接引用文を閻接化
　　　　　　する際，除去されるか否カ㍉の三点を
　　　　　　挙げ，その基準によって，文頭詞（い
　　　　　　わゆる感動詞）と文末詞（いわゆる終
　　　　　　助詞）を辞とする。
寺村（1979）用言の現在形にも過去形にも付きうる
　　　　　　という構文的特徴と，コトに対する話
　　　　　　し手の主観ないし態度の表現であると
　　　　　　いう意味的特徴を有する，以下の助動
　　　　　　詞を「ムードの助動詞」とする。
　　　　　　ダロウ，ラシイ，伝聞のソウダ，様態・
　　　　　　推量のソウダ，ヨウダ，ベキダ，ハズダ，
　　　　　　ワケダ，モノダ，トコロダ，バカリダ，
　　　　　　ノダ，ツモリダ
　　　　　　文のうち，物や事を客観的に言葉とし
　　　　　　て表現しようとする部分をコト，それ
　　　　　　を素材として話し手がその立場や見方
　　　　　　を主観的に表現したり，話し相手に働
　　　　　　きかけたりする部分をムードと味ぶ。
　　　　　　（コト・ムードは三上の用語である）
中石（1979）命題とは，話者が切り取った現実世界の
　　　　　　状況（出来事，状態，行為，過程など）
　　　　　　を表現したもの，話者の外側にある客
　　　　　　体化された世界の叙述であり，モダリ
　　　　　　ティとは，発話の時点において，その
　　　　　　状況に対し話者が示す心理的反応を表
　　　　　　現したもの，話者の内側にある主観的
　　　　　　態度の叙述である，とする。モダリテイ
　　　　　　表現の典型的な例として，終助詞・文
　　　　　　副詞（評価・発言・蓋然性の副詞）
　　　　　　平叙法・疑間法・命令法を挙げている。
2）「る■た」はこの形態自体に叙法が具有されるわけ
　ではない点，他の叙法とは異なる。例えば，
　東京へ行った。
　は，「行った」の有する統括機能によって，「東京
　へ行った」ということがらをまとめ，そのあとに
　断定の叙法が続くのであるが，叙法が形を持たな
　いために，このままの形で，別の叙法を取ること
　ができる。
　東京へ行った・鰯。
　東京へ行った・嶢働。　　行きましたか，の意
　東京へ行った　　㈱，行った・㈱。
　　　　　　　　　　　　　　　　行け，行け，の意
　　この場合，叙法の違いはイントネーションによっ
　　て区別される。
3）ここで扱う程度副詞は，程度副詞を体系的に扱っ
　　ている次の5本の論稿のうち，3人以上が程度副
　詞と認める32語に限った。
　論稿：森重（59）奥津（80）川端（83）工藤（83）
　森山（85）
　32語：はなはだ・すこぶる・きわめて・だいぶ・
　　　　相当・少し・かなり・ちょっと／非常に・
　　　　大変・ごく・ずいぶん・わりあい・なかな
　　　　か・多少・とても・最も・一番・やや／比
　　　　較的・もっと・少々・ずっと・けっこう・
　　　　より・いたって・たいそう・よほど・あま
　　　　　りに・いっそう・いちだんと・ひときわ
4）用例は「現代口語性・大衆性・多様性」を考慮し，
　20の作品から採集した（次ぺ一ジ表）。
5）アンケートは次の要領で行った。
　共起を調べたい文を一文示し，それに以下の三つ
　　の記号から一つ選んでもらう。○：おかしくない
　△：白分は使わないが，許容できる　×：おかし
　　い各文，20名に回答を依頼したが，その20名は同
　一ではない。
　　このアンケート結果を表1－7に記入する際には，
　次のルールに従った。
　○共起可　○が10人以上，×が5人以下
　　×　共起不可　×が10人以上，○が5人以下
　△　揺れあり　どちらでもない場合
　表8では，Oの上に更に◎（Oが15人以上，×が
程度副詞はことがら成分か
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愛 愛してよろしいですか 男 男性自身困った人たち
伽 伽椰子のために ど どつこいショ
く くたばれ敬語 七 七つの恋の物語
現 現代副詞用法辞典 話 語せばわかるか
こ こんな女と暮らしてみたい 腐 腐食の構造
サ サラリーマン反道徳精神のすすめ ト 窓ぎわのトットちゃん
墓 サンダカンの墓 一一一 三毛猫ホームズの推理
シ シングルライフ 娘 娘と私のアホ旅行
性 性愛論 も もうひとつの満州
谷 谷111俊太郎の33の質問 ル ルンルンを買っておうちに帰ろう
　　5人以下）を付け加えた。また，4叙法の合計人
　数（80人中何人が○にしたか×にしたか）も併せ
　て示した。○にした人数が多いほど，「ことがら成
　分性」を有し，少ないほど「陳述成分性」を有する，
　　と言えよう。
7）対象に量を要求する量動詞「飲む，食べる等」と
　共起し，比較構文を取らないときには，秤で量れ
　　る量そのものを意味する語を「量的程度副詞」と
　する。（少し，ちょっと，少々，相当，かなり，や
　や等）
　　また，常に他者との比較関係を表し，程度性の比
　較のときには比較差が程度を，量の比較のときに
　　は比較差が量を示す語を「関係的程度副詞」とする。
　　（もっと，ずっと，一番，もっとも，より等）こ
　　こには，「いっそう・いちだんと」も属するが「い
　　ちだんと」は比較差の大きさを明確に表すので，
　程度性のない4叙法との共起を拒む。「いっそう」
　　は，「いちだんと」ほどの明確さはないが，「ずっと」
　　ほどの不明確さもなく，「ことがら成分」と「中間
　　成分」の橋渡し的存在である。
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